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　10 世紀になると、古代的な律令体制が衰退し、

中央はもとより地方の政治も大きく変化していき

ました。考古学的にも、10世紀後半以降の国府の

遺構は明確でなく、古代的な政庁を中心とした官衙

も、立地や規模、建物の構造など大きく異なるも

のに変化していったと考えられます。古代から中

世にかけて、変貌する国府の姿はとらえ難く、そ

の実像は、考古学、文献史学、歴史地理学など今

後の研究に俟つところが大きいのが現状です。

　遠州灘から約５km 内陸の磐田市街地に国府が存在し

たと考えられています。その北西部の見附には大規模
な中世墓群が形成されており、在庁官人の墓域と推定
されています。　　　　　　　　　　　（静岡県磐田市）

　丹後半島の基部、宮津湾に面した狭い谷間に国府が存在

したと考えられています。室町時代に雪舟が描いた「天橋

立図」には、山間に寺院や町並みなど府中の様子が描かれ、

「成
なりあい

相寺
じ

参
さんけい

詣曼
ま ん だ ら

陀羅」には府中の賑わいとともに、市場が描

かれています。　　　　　　　　　　　　　（京都府宮津市）

　赤間関の北東に位置する下関市長府に国府が存在したと考

えられています。南北朝期の景観を伝える「忌
いみのみや

宮神
じんじゃ

社境内

絵図」の分析や地形、地名の検討を通して、神社周辺に国庁、

守護館、道路などの国府の様子が復元されています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山口県下関市）

遠江国府

丹後国府

長門国府

律令体制の衰退と地方政治の変質

丹 後 国

長 門 国

遠 江 国
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　霞ヶ浦の北西、石岡市街地の西寄りに、平安時代後期か

ら鎌倉時代にかけて位置を北側に移動しながら国府中枢部

が存在したと考えられています。在庁官人の所領の分析、

関連施設の位置など、文献史学の立場から研究が進められ

ています。　　　　　　　　　　　　　　　（茨城県石岡市）

　阿
あ ぶ つ に

仏尼の「十
い ざ よ い に っ き

六夜日記」には「いつのこふといふ所にと

どまる ･････ みしまの明神へまいる」との記載があり、伊

豆国府は三嶋大社周辺にあったようです。「吾妻鏡」には、

一の谷戦いで捕らわれた平重衡が鎌倉へ送られた時、源頼

朝はこの地で面会したと記されています。（静岡県三島市）

　1984年、斉藤利男氏は、地方都市の実態解明のため、陸奥国多賀国府の分析を行いました。官衙・

居館を中心に、大路によって結ばれる宿・市・津を含んだ広い都市領域から成り立ち、都市的

なまち並みと農村の入り混じった世界が「中世都市多賀国府」の景観だとの見解を示しました。

多賀国府

常陸国府

伊豆国府

伊 豆 国

常 陸 国

陸奥国奏社宮

天祥寺
（留守家菩提寺）

多賀城旧地

こまさき城
（留守惣領家居館）

高崎塩竈神宮寺？

五大院？

安楽寺板碑群

熊野堂？

留守新田城？

若宮八幡

西宮（冠川明神）

鎌倉へ

国府政庁？

菅谷石窟寺院

多賀国府蔵王権現？

惣の関

北宮

松島へ

平泉へ

国府中山物見岡

岩切城

化粧坂

金山椿村

香津千軒町

湊浜石窟寺院

湊浜

冠川

南宮（現社地）

岩切村

新田村

高崎村余目村

村岡村

奥
大
道

高用名

塩竈津

八幡荘宮城本郷

南宮荘
河原宿五日市場

冠屋市場

東宮

陸奥国一宮塩竈社陸奥国一宮塩竈社

多賀城旧地

こまさき城
（留守惣領家居館）

高崎村

河原宿五日市場

若宮八幡

北宮

金山椿村

多賀国府蔵王権現？

天祥寺
（留守家菩提寺）

陸奥国奏社宮

香津千軒町

東光寺石窟寺院東光寺石窟寺院

紙屋別所紙屋別所

奥
大
道

奥
大
道

田
子
大
道

田
子
大
道

紙
屋
新
路

紙
屋
新
路

野
中
大
道

野
中
大
道

（名古曾関）（名古曾関）

↑

↑

↑

高城保

多賀国府の研究

斉藤利男「荘園公領制社会における都市の構造と領域 －地方都市と領主制 －」『歴史學研究』No.534　1984　より
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　平安時代末期、陸奥国では安倍氏が奥
おくろくぐん

六郡を、出羽国では清

原氏が仙
せんぼくさんぐん

北三郡を支配し、その勢力は国司を凌ぐほどにまで拡

大しました。安倍氏・清原氏は各所に柵を構えて拠点とする一方、

柵内には寝殿造りの系譜を引く主殿を設け、在地領主として軍

事的のみならず文化的にも成長していきました。朝廷はその勢

力を抑えるため、源
みなもとのよりよし

頼義・義
よしいえ

家父子を派遣した結果、前九年合

戦・後三年合戦と呼ばれる戦いがおこります。

前九年・後三年合戦と東北

陸奥守源頼義に馬を献上する安倍頼時

（前九年合戦絵巻）

東京国立博物館蔵　Image:TNM Image Archives

清原氏の伏兵に攻撃を仕掛ける源義家

（後三年合戦絵詞）

大鳥井山遺跡（横手市）　左：堀と土塁　右：四面庇付建物 写真提供：横手市教育委員会

鳥海柵跡（金ヶ崎町）　

写真提供：金ヶ崎町教育委員会

　安倍氏の鳥
とのみのさく

海柵は自然の沢とともに大規

模な堀で郭を形成し、清原氏の柵と見られ

る大
おおとりいやま

鳥井山遺跡は二重の堀と土塁及び柵列

を巡らした軍事拠点でした。しかし、その

内部に設けられた主殿は、古代官衙の系譜

を引く四面庇付建物でした。

　安倍氏は、都から下向した鎮守府の官人を祖とし、「安
あんだいふ

大夫」と名乗りました。

一方清原氏の出自は不明ですが、前九年合戦後に鎮守府将軍に任じられ、名実と

もに北東北一の支配者になると「御
み た ち

館」と称するようになりました。

安倍氏と清原氏

安倍氏・清原氏の柵と主殿

奥六郡と仙北三郡

上：遺跡全景

下：四面庇付建物

東京国立博物館蔵　Image:TNM Image Archives



5

　史料上、「多賀城」の名は承和６年（839 年）の

記事を最後に消え、発掘調査においても、10 世紀

後半以降の国府の状況は明らかではありません。

しかし、城内からは古代末期の灰釉陶器や貿易陶

磁が発見され、国の中心としての国府の存在は伺

うことができます。史料上では、12 世紀に、中世

の陸奥国府である「多賀国府」の名が現れますが、

古代の陸奥国府からどのように続いていくのかは、

未だ解決されない大きな問題となっています。

多賀城から多賀国府へ

描かれた多賀国府（後三年合戦絵詞）

　命に背き、金
かねざわのさく

沢柵に立て籠もった清
きよはらのいえひら

原家衡・武
たけひら

衡の連合軍を討つため、国府の館
たち

を出立する源義家が描かれています。縁でつながれた

複数の建物、館を囲む築地塀など、現地から離れた都の絵師の作とはいえ、多賀国府の館を描いた貴重な場面です。

多賀城

政庁

南北大路

東西大路

西１

東１

２

２

３

３

４５６７８９

運河

多賀城廃寺

北１

２

南１

２

　延喜 15 年（915）、噴火した十和田の火山灰が降下した頃、

多賀城では豪壮な官衙域が衰退に向かい、国府機能の一部は

城外の国守館に移っていたと考えられます。全国的に国司館

の役割が増大する中で多賀城は衰退し、多賀国府へと変貌を

遂げます。

多賀城の衰退

PermLink https://clioimg.hi.u-tokyo.ac.jp/viewer/image/idata/400/4173/45/3/00000026.jpg

Copyright © 1997 -　Historiographical Institute The University of Tokyo © 東京大学

平安時代の多賀城城外のまち並み

整然と区画されたまち並みは、中世には受け継がれず廃絶しました。

国守館

（山王遺跡千刈田地区）

915 年に降下し

た灰白色火山灰

（市川橋遺跡）

多賀城政庁正殿

周辺の瓦の堆積

東京国立博物館蔵　Image:TNM Image Archives

　「台記」は悪左府と

呼ばれた藤
ふじわらのよりなが

原頼長の

日記です。康治２年

（1143）５月 14 日条に

見える「陸奥多賀国府」

の記載が、多賀国府の

史料上の初見となって

います。

台 記

東京大学史料編纂所蔵

写真提供：宮城県多賀城　　
　　　　　跡調査研究所



6

　12 世紀はじめから四代にわたって東北地方を実質的に支配した奥州藤原氏は、莫大な財力を背景に邸宅や寺

院を相次いで建立し、国府を凌ぐほどの繁栄を見せるようになります。平安時代後期になると、国司は任国に

赴任せずに目
もくだい

代を派遣する風潮が強くなり、多賀国府は、留
る す

守職
しき

を中心に在
ざいちょうかんじん

庁官人が国政を担っていました。

主に内政面を司る多賀国府に対し、奥州藤原氏は軍事や北方世界との窓口として国政を支えました。

平泉と多賀国府

多賀城政庁（８世紀中頃） 写真提供：東北歴史博物館

写真提供：横手市教育委員会

左：大鳥井山遺跡主殿

　　（11 世紀）

右：平泉館（12 世紀）

写真提供：岩手県教育委員会

　古代の政庁は、瓦葺の大型建物で

構成された定型的な施設でしたが、

安倍氏・清原氏・奥州藤原氏の時代

になると、和風の四
しめんびさし

面庇付建物を主

殿とした施設が地域支配の中心とな

りました。建物配置の画一性は失わ

れ、ほかの施設との際立った差違は

薄れていったようです。

中心施設の変化

多賀城跡多賀城跡

鴻ノ巣遺跡鴻ノ巣遺跡

洞ノ口遺跡洞ノ口遺跡

新田遺跡新田遺跡

山王遺跡山王遺跡

高崎遺跡高崎遺跡

中野高柳遺跡中野高柳遺跡

大日南遺跡大日南遺跡

旭ヶ丘旭ヶ丘

沢乙遺跡沢乙遺跡
熊野堂遺跡熊野堂遺跡

0 5 10km

山王遺跡　国守館主殿（10 世紀前葉）原画：早川和子

陸奥国衙公文所下文寫

（鹽竈神社文書）

　文治２年（1186）、多賀国府の

公
くもんじょ

文所が、竹
たか

( 高 ) 城
ぎ の ほ

保司に対し、

年貢や雑役を免除して神社の禰
ね ぎ

宜

を安堵させるよう命じた文書です。

東北地方最古の中世文書であり、鎌

倉時代初期における多賀国府の活

動を示す貴重な資料です。

政庁前の道路を壊して造成された平場
12 世紀の遺物分布図

　発掘調査の結果、古代多賀城の終末は 11 世紀前

半とされています。しかし、12 世紀後半頃、政庁

前の道路を掘削して居住空間が造成され、官衙域

だった作
さっかん

貫・大
おおはた

畑・五
ごまんざき

万崎地区も中世に利用され

るなど、多賀城は、12 世紀段階において宮城郡東

部の中核的な遺跡でした。

12 世紀の多賀城

大畑地区の四面庇付建物 写真提供：多賀城跡調査研究所

写真提供：多賀城跡調査研究所
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高用名高用名

気 仙 郡

江 刺 郡

胆 沢 郡

磐 井 郡

本吉荘

高鞍荘

登米

栗原

桃生

遠島

黄海保

興田保

奥玉保

平泉保

北
上
川

牡 鹿 郡

　奥州藤原氏を滅亡させた後、源頼朝は御
ご け に ん

家人葛
か さ い

西清
きよしげ

重を

平泉に置いて軍事を、伊
い さ わ

澤家
いえかげ

景を留守職として多賀国府に

置き、内政を担当させました。この統治方法は、奥州藤原

氏時代の平泉と多賀国府の関係を引き継いだもので、奥州

合戦の帰途、頼朝が多賀国府の府庁で掲げた「秀
ひでひらやすひら

衡泰衡の

先例に任せ」という施政方針に明確に表されています。そ

の後、伊澤家景の子孫は代々留
る す し

守氏を名乗り、在庁官人を

率いて国政に携わりました。　　

鎌倉幕府の支配

美作国の武士の館

（法然上人絵伝）

東京国立博物館蔵　
Image:TNM Image Arechives

葛西清重と伊澤家景の所領

　文治合戦の後、陸奥国では目代（国司の代理）

の下向が取りやめになり、頼朝は国内に所領を得

た地頭に対し、伊澤家景の指示に従うよう命じて

います。陸奥国は守護が置かれず、鎌倉幕府が直

接支配した国でした。

文治合戦後の多賀国府

多賀国府の広がり（南東より）

文書資料等にみえる地名

新田遺跡の屋敷跡

　周囲に溝を巡ら

せた屋敷が、12 世

紀後半から出現し

ます。
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南宮荘

北 宮

東 宮

南 宮

今市遺跡

岩切鴻ノ巣遺跡

鼻節神社

新浜遺跡

大貝窯跡

八幡荘

高用名

多賀城

東山道

多賀城の領域

古代の遺跡

中世の遺跡

多賀国府の領域
 (高用名の範囲）

東山道

0 5㎞

北 宮

東 宮

南 宮東光寺

冠屋市場

熊野堂・神田３町

◆

◆

◆

五大院・修正田

塩竈神宮寺 塩竈津

塩竈神宮寺修正田４段
金峰山堂

神谷沢
（紙屋別所）

青薗目

河原宿五日市場

岩切村

荒居村
余部村

◆

◆

村岡村

金山椿村

◆

惣の関碑

北宮神社 南宮神社

化粧坂

東宮神社

高城保

冠川神社（西宮）

湊 浜

西　宮西　宮

　多賀国府の範囲は、古代陸奥国府を中心とした関連遺跡群の広がりを踏襲するもので、その範囲は、留
るすどころ

守所

長官である留守氏が国府運営のため領有していた「高
こうゆう

用名
みょう

」とおおよそ一致します。府中には留守氏の館をは

じめ地頭の屋敷、集落があり、河原には市、西端の丘陵部には寺院や墓所がありました。奥
おくだいどう

大道が黒川郡に抜

ける板
いたやどおり

谷通入口に北宮、塩竈津入口に東宮、多賀城の南西付近に南宮、奥大道の渡河点岩切に西宮が祀られま

した。

国府の広がりと周辺の世界

北宮神社 南宮神社 冠川神社（西宮） 東宮神社
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湊　浜

化 粧 坂

矢
や は ぎ が た て

作ヶ館跡

大日南遺跡

山王遺跡

　文書には仮名で「かうゆうみやう」、「たかもち

の名」と表記されますが、本来は「国府（こう）

用名」から転じた名称と考えられます。南宮荘、

岩切村、餘部村、村岡村、金山椿村、高崎村、新

田村を含む広大な名（みょう）でした。

高用名

　標高約 26 メートルの小

丘陵上に立地する館跡で、

頂部の平場を取り巻くよ

うに１条の空堀を巡らし

た簡単な構造です。年代

は 13 世紀にさかのぼる可

能性があり、この時期の

遺跡の広がりは、周辺の

丘陵部でも確認できるよ

うになります。

「岩切分荒野七町」絵図（留守家文書）

　建治元年（1275）に作成されたもので、南側から

北側に向けて開発された様子が伺えます。四隅に据

えられた花押は留守家二代の家広のもので、土地の

譲渡に際して作成されたと考えられます。

　旧七北田川（冠
かむりがわ

川）の河口で、ここから市場まで

艜
ひらた

が往来したと考えられます。北西約５キロメート

ルの位置に国津である塩竈津がありますが、両者の

関係は明らかではありません。近くに湊浜穴薬師と

呼ばれる中世の石窟仏があります。

　西宮の北側に地名が

残っています。「留守家旧

記」には、岩切城の戦い

で敗れた留守家助の子家

高が、南部氏に匿われ、

３年後その軍勢とともに

この坂まで押し上ったと

記されています。

　南宮荘の一部と見られ

る八幡地区では、周囲に

溝を巡らした方形の屋敷

が、12 世紀から 13 世紀に

かけて隣接して存在した

ことが確認できます。12

世紀段階の屋敷は、一辺

約 50 メートルで、荘官な

どの屋敷と考えられます。

　八
やわたのしょう

幡荘は、寛喜２年（1230）の平
たいらの

景
かげざね

實 譲状に南

は海、北は中野までと四至が記されています。七北

田川の旧河道に面したこの遺跡は八幡荘の一部と考

えられ、中世になって開発が進められた様子が伺わ

れます。溝で区画された屋敷が６区画発見されてお

り、荘官などの屋敷と考えられます。

写真提供：奥州市立水沢図書館
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　多賀国府の西を限る冠
かむりがわ

川（現在の七北田川）

周辺は、市が立ち、寺や墓がつくられた供養の

場でした。冠川は、耕地を潤し、物資輸送の

艜
ひらた

が航行する府中の大動脈であり、その河原

では二か所で定期市が開かれ、経済活動の拠

点となりました。また、この河原は彼岸念仏

に代表される逆
ぎゃくしゅ

修 供養の場でもありました。

一方、西の山際には東
とうこうじ

光寺が建立され、墓地

が形成されて、その一帯は在
ざいちょうかんじん

庁官人の追善供

養の場となっていきました。

市と墓の風景

　一大消費地であった多賀国府には、国内の伊豆沼・白石窯製品

とともに、東海地方の常滑・渥美窯産の壺・甕・擂鉢が多量に持

ち込まれました。国内で唯一施釉陶器を生産した瀬戸の製品も多

く、東日本では流通量が少ない備前の擂鉢や、南伊勢の土鍋、長崎・

山口の石鍋も見つかっています。

運び込まれた焼き物

　「留守家文書」には二つの市場が登場します。二つの定

期市が交互に開催されたこれらの市場は、奥
おくだいどう

大道の渡河点

付近に河
かわらしゅくいつか

原宿五日市場、彼岸供養など行っていた新田の安

楽寺付近に冠
かむりや

屋市場が設けられたとする考えがあります。

二つの市場

備　前

常　滑

市場が開かれた冠川の河原

多賀城市新田南安楽寺上空から見た冠川（右手上方は岩切城）

備前国福岡の市の様子（一遍上人絵伝） 清浄光寺（遊行寺）蔵

奥州名所図絵

石　鍋
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　多賀国府の研究上極めて重要な

「留守家文書」には、留守氏一族

余
あまるめ

目氏に伝わる代々の所領譲状が多

数含まれています。留守氏の所領は

「高
こうゆうみょう

用名」という国府運営のための

特別行政区で、その中には、「南宮庄」

や「新田村」「高崎」「岩切村」「余部村」

のような荘園や村の名、「河
かわらしゅくいつか

原宿五日

市場」「冠
かむりや

屋市場」という二つの市場

の名が見出されます。高用名の範囲

は多賀国府の領域とおおよそ一致す

ると考えられ、「留守家文書」からは、

留守氏一族が代々受け継いだ様子が

伺われます。

文書に見る多賀国府の姿

　中世には板
い た び

碑（石塔婆）を建立して仏事を行う風習がありました。多賀国府では、東
とうこうじ

光寺周辺が死者を弔う追善供養の場であるのに対し、

冠川の河原は、死後の冥福を祈るため、彼岸の日などに生前あらかじめ行う仏事＝逆
ぎゃくしゅ

修供養の場でした。

追善と逆修

　東光寺周辺では、建

治４年（1278）を最古

とする 167 基の板碑が

確認されています。こ

れらの板碑の造立者は

多賀国府の在庁官人と

考えられており、その

中には「賀
か せ

世（加瀬）

住人」や「笠
かさがみ

上（笠神）

入道」など本貫地を示

す供養塔もあります。

供養の場

東光寺 東光寺西平場の板碑 写真提供：仙台市教育委員会

東光寺板碑分布

　
　
　
　
　
　
　
　
　

賀
世
住
人

（
ア
ン
）
永
仁
元
年
十
二
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

尼
念
性
房

白　敬

関東下知状（留守家文書）

　文暦元年（1234）、留守家元

（家景の子）の生前の譲状に基

づき、その遺領の一部を娘の

乙姫が相続することを認めた

鎌倉幕府の文書。

写真提供：奥州市立水沢図書館

賀世の住人尼念性房の追善供

養の板碑

賀世は宮城郡利府町の加瀬
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　文永２年（1265）、留守家広（家元の子）が、その子家政に高用

名の中の餘部村、村岡村の地頭職を与えた際の譲状。

　建治二年（1276）、留守家政に対し、養母宮城尼の遺領相続を

認めた鎌倉幕府の政所の文書。相続したのは南宮荘内荒野七町

と岩切村の地頭職。

　弘安８年（1285）、沙弥行妙（留守家広）から家政に譲渡された

譲状。市場や塩竈津の在家についての記載。

　正安２年（1300）、沙弥浄妙（留守家政）から孫の亀弥丸に与え

られた譲状。譲り渡した市場の在家の中に見られる西国弥次郎は、

西国に拠点を持つ商人か。

　元弘４年（1334）、多賀国府が発給した文書。右端には陸奥守で

ある北畠顕家の花押が据えられ、戦功を挙げた留守家任に対し、二

迫栗原郷を恩賞として与えたもの。

　文和元年（1352）、留守松法師に対し、余目郷岩切、高崎、椿な

どの知行を認めた文書。御
みぎょうしょ

教書とは主人の意思を家臣が通達する

文書の形式。

留守家廣譲状（留守家文書） 将軍家政所下文（留守家文書）

留守家廣譲状（留守家文書） 留守家政譲状（留守家文書）

陸奥国宣（留守家文書） 足利尊氏御判御教書（留守家文書）

写真提供：奥州市立水沢図書館 写真提供：奥州市立水沢図書館

写真提供：奥州市立水沢図書館 写真提供：奥州市立水沢図書館

写真提供：奥州市立水沢図書館 写真提供：奥州市立水沢図書館
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岩切城跡

東光寺遺跡

東光寺

今市橋

今市遺跡
七北田川（冠川）

若宮前遺跡

鴻ノ巣遺跡

神谷沢

化粧坂

羽黒前遺跡

化粧坂城跡

洞ノ口遺跡

岩切駅

新田遺跡

　中世の国府では、大規模で朝
ちょうどいん

堂院的な政庁は

造営されず、その地域の支配者の屋敷が政庁の

役割を担ったようです。多賀国府の場合、留守

氏の屋敷が庁＝館
たち

として機能したと考えられま

す。新
に い だ

田遺跡や洞
どうのくち

ノ口遺跡（仙台市宮城野区岩切）

では、溝で区画された 12 ～ 14 世紀の武士の屋

敷が発見され、中国産・国産の陶磁器が多数出

土するなど、周辺一帯の拠点施設に相応しいこ

とから、留守氏の館の可能性があると考えられ

ます。

留守氏の館

新田・岩切地区航空写真（昭和 36 年）
国土地理院撮影

多賀国府の広がり

　地形的にみると、北側は丘陵、西側は七北田川（冠川）、東側は太平洋

に面し、南側は水田中に埋没している旧七北田川に面していました。宅地

造成や道路整備がまだ進んでいない昭和 36 年の風景です。

　新田遺跡では、12 世紀から 16 世紀にかけて続いた武士の

屋敷を発見しています。いずれも周囲に溝を巡らし、その敷

地の中に建物や倉庫、井戸を配置したものです。区画をなす

溝はほぼ同位置で改修されています。

武士の屋敷

　14 世紀前半頃の火災で焼失した建物、被災した什
じゅうき

器を投げ込んだ井戸

など確認しています。出土品には中国産の高級な陶磁器や茶臼など高価な

ものが多いことから、所有者が上級の武士であることを伺わせます。

　鎌倉時代後期か

ら盛んになった茶

の湯は多賀国府で

も嗜
たしな

まれていたよ

うで、天目茶椀、

茶壺、茶入、茶臼

などが各地点から

出土しています。

屋敷で使用された

茶の湯の道具

火災の痕跡

火災で焼失した 14 世紀前半の建物跡

焼失した家財道具が投げ込まれた井戸

新田遺跡の屋敷跡全体図
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0 40m 1 5・ 1 6世紀の遺構

1 2～ 1 4世紀の遺構

推定道路

七北田川の北側に位置する洞
どうのくち

ノ口遺跡では、13 世紀から

16 世紀にかけて続いた武士の屋敷が発見されています。12

世紀の陶磁器も出土していることから、その時期の遺構も

存在する可能性が高く、出土品の内容は新
に い だ

田遺跡と共通し

た点が多く認められます。洞ノ口遺跡や新田遺跡のように

中世の屋敷が継続して営まれ、良質の陶磁器が多数発見さ

れる地域は、その場所が多賀国府の中心に近いことを伺わ

せます。（仙台市宮城野区岩切）

洞ノ口遺跡

新田遺跡の屋敷跡（北半部）

発掘調査前の様子（昭和 62 年撮影）

溝で区画された屋敷群の様子 写真提供：仙台市教育委員会
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　後
ご だ い ご

醍醐天皇による建武新政が始まり、北
きたばたけ

畠顕
あきいえ

家は義
のりよししんのう

良親王を奉じて陸奥に下向し、陸奥府中が東国最大の

拠点となりました。しかし新政が崩壊し、天皇方と、足利尊氏に従う武家方との戦いが始まると、次第に武家

方が優勢となり、天皇方は府中を維持できなくなります。その後、武家方が奥
おうしゅうかんれい

州管領として派遣した吉
き ら

良氏

と畠山氏の主導権争い、後醍醐天皇方の巻き返しなど、戦いは複雑化しますが、常に争奪の舞台となったのは

府中でした。　

府中争奪の争い

霊　山

　奥州勢を引き連れて足利尊氏を敗走させた北畠顕家でしたが、

戦局は不利になり、府中を捨てて、義良親王を伴って伊達郡の

霊
りょうぜん

山に籠ります。霊山は切り立つ岩山からなる天然の要害で、国

司館と呼ばれる一角が残されています。

　足利尊氏と直
ただよし

義による二頭政治は奥州にも波及し、奥州管領畠

山国氏と吉良貞家が、それぞれ尊氏党と直義党に分かれて争いま

した。畠山国氏は近隣屈指の岩切城に籠り戦いましたが、吉良方

の攻撃の前に落城し、味方した留守氏も新田城を攻め落とされて

壊滅的な打撃を蒙りました。

岩切城

一
三
八
六

一
三
六
八

一
三
五
六

一
三
五
四

一
三
五
三

一
三
五
二

一
三
五
一

一
三
五
〇

一
三
四
六

一
三
四
五

一
三
四
二

一
三
三
八

一
三
三
七

一
三
三
六

一
三
三
五

一
三
三
三

西
暦

至
徳
三

貞
治
六

延
文
一

文
和
三

文
和
二

観
応
三

正
平
六

観
応
二

観
応
一

貞
和
二

貞
和
一

興
国
三

康
永
一

暦
応
一

延
元
三

建
武
四

延
元
二

建
武
三

建
武
二

元
弘
三

年
号

・
こ
の
頃
ま
で
石
橋
棟
義
は
府
中
に
残
る
が

、
大
崎
に
対
抗
で
き
ず
府
中
を
去
る

。

　
府
中
消
滅

。

・
吉
良
治
家
一
族
か
ら
離
反

。
名
取
郡
か
ら
府
中
に
迫
る

。

・
足
利
尊
氏
が
石
橋
棟
義
を
調
整
役
と
し
て
派
遣

。

・
斯
波
家
兼
死
去

。
直
持
が
相
続
し
大
崎
の
地
盤
を
固
め
る

。
奥
州
管
領
の
権
威
が

　
強
大
化

。

・
六
月
吉
良
貞
家
死
去

。

・
畠
山
王
石
丸

、
石
塔
義
憲
挙
兵

。
吉
良
満
家
を
襲
い

、
府
中
を
奪
う

。

・
七
月
満
家
は
府
中
を
奪
回
す
る
が

、
弱
体
化

。

・
足
利
尊
氏
が
斯
波
家
兼
を
奥
州
管
領
に
任
命

。

・
五
月
南
朝
方
の
拠
点
宇
津
峰
城
落
城

。
北
畠
顕
信

、
北
奥
に
逃
れ
る

。

・
二
月
足
利
尊
氏

、
直
義
を
殺
害

。
二
頭
政
治
終
息

。

・
吉
良
貞
家
は
府
中
を
奪
回

。

・
一
月
吉
良
貞
家

（
直
義
党

）
、
畠
山
国
氏

（
尊
氏
党

）
の
討
伐
を
呼
び
掛
け
る

。

　
畠
山
方

、
岩
切
城
と
新
田
城
に
立
て
籠
も
る

。

・
二
月
岩
切
城

、
新
田
城
落
城

。

・
一
一
月
広
瀬
川
の
戦
い

。
南
朝
の
守
永
王

、
中
院
守
親
が
結
城
氏

、
伊
達
氏
の

　
軍
勢
を
糾
合
し
て
勝
利

。
吉
良
貞
家
は
府
中
を
放
棄

。
南
朝
方
が
府
中
を
奪
還

。

・
一
〇
月
足
利
尊
氏

、
直
義
の
二
頭
政
治
破
綻

。

・
吉
良
貞
家

、
畠
山
国
氏
を
奥
州
管
領
と
し
て
派
遣

・
石
塔
義
房

、
奥
州
総
大
将
を
解
任
さ
れ
る

。

・
北
畠
顕
信

（
顕
家
の
弟

）
が
奥
方
よ
り
南
下

。
南
奥
の
結
城
氏

、
伊
達
氏
も
北
上

　
し

、
府
中
を
う
か
が
う

。

・
石
塔
義
房
が
三
迫
に
向
城
を
築
く

。

・
一
〇
月
三
迫
合
戦

。
南
朝
方
敗
北

。
結
城
氏

、
伊
達
氏
は
北
朝
方
に
つ
く

。

・
五
月
北
畠
顕
家
が
石
津
で
戦
死

。
北
朝
方
の
石
塔
義
房
が
府
中
に
入
る

。

・
一
月
北
畠
顕
家

、
府
中
を
出
て
霊
山
に
籠
る

。

・
八
月
顕
家
霊
山
よ
り
京
都
に
進
撃

。

・
一
月
後
醍
醐
天
皇
比
叡
山
に
立
て
籠
も
る

。

・
北
畠
顕
家
が
京
都
に
進
撃

。
尊
氏
を
破
る

。

・
二
月
留
守
家
任
が
足
利
方
に
つ
く

。

・
八
月
足
利
尊
氏
が
光
明
天
皇
擁
立

。

・
一
一
月
足
利
幕
府
樹
立

。

・
一
二
月
後
醍
醐
天
皇
南
朝
を
開
く

。
南
北
朝
時
代
の
は
じ
ま
り

。

・
八
月
足
利
尊
氏
が
後
醍
醐
天
皇
に
反
旗

。

・
一
二
月
尊
氏
上
洛

。
後
醍
醐
天
皇
京
都
を
脱
出

。

・
鎌
倉
幕
府
滅
亡

。

・
五
月
建
武
の
新
政
開
始

。
北
畠
顕
家
が
陸
奥
守
に
任
命
さ
れ
る

。

・
一
〇
月
顕
家
多
賀
国
府
へ
下
向

。 主
な
で
き
ご
と

・
畠
山
国
詮

（
王
石
丸

）
、
加
美
郡

、
黒
川
郡
を
給
与

。
斯
波
詮
持
と
戦
い
な
が

　
ら
南
下

。

・
府
中
の
吉
良
貞
経
と
畠
山
国
詮
が
合
戦

。
貞
経
が
国
詮
を
破
る
が

、
府
中
を
維

　
持
で
き
ず
退
去

。

一
三
七
三

一
三
七
四

応
安
六

応
安
七
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0 100 200m

　14 世紀中頃、後
ご だ い ご

醍醐天皇方（南朝）と武

家方（北朝）の戦い、また武家方の尊氏党

と直
ただよし

義党の争いを経て、最終的に陸奥国に

おいて実権を握ったのは斯
し ば

波氏でした。斯

波氏が大崎に拠点を移すと、府中は次第に

政治・軍事面での優位性を失い、板碑建立

が終息して信仰面での求心力も失って、や

がて消滅したと考えられます。府中の消

滅により、「多賀」の地は、多
た が

賀郷
ごう

として

国
こくじんりょうしゅ

人領主留守氏の経済基盤を支えていく

ことになります。

　陸奥府中は、北の黒川郡に続く丘陵

と冠
かむりがわ

川 に囲まれた東西約 15km、南北約

10km の広がりを持っていました。古代

陸奥国府の領域をほぼそのまま継承し、

留
る す

守職
しき

や目
もくだい

代など国政に携わる武士の屋

敷が「館
たち

」として、古代の政庁に代わる

新しい政務の場となりました。府中の西

側には川湊に市が立ち、丘陵部には供養

の場が設けられるなど、政治的・軍事的・

経済的に、そして宗教的にも周辺の集落

とは異質な空間と認識された領域、それ

が府中の実像でした。

府中の消滅

陸奥府中の実像

宮城郡多賀国府之覚（留守家文書）

塔婆としての役割を終えた板碑（新田遺跡）

　江戸時代、仙台藩に提出された多賀国府についての覚書です。

古代の多賀城に始まり、源頼朝や足利尊氏との関わりについて記

しています。

　一の丸や二の丸などの西半部は、山頂の尾根を造成した狭い平場からなり、

東半部は山裾に向かって広い平場を造成しています。西半部は防御性が強い

「籠る城」に対し、東半部は居住に適した構造になっています。時代とともに、

岩切城が生活にも適した構造に変化していく様子が見て取れます。

岩切城全体図

昭和 50 年以前の

岩切城跡（東より）

『目で見る仙台の歴史』より

写真提供：奥州市立水沢図書館

　15 世紀以降、板碑を廃棄する例がみられ、この地

域における板碑造立の風習に大きな変化があったこと

をうかがわせます。


